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(百万円未満切捨て)
１．2024年４月期の連結業績（2023年５月１日～2024年４月30日）
（１）連結経営成績 (％表示は対前期増減率)

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する

当期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2024年４月期 5,209 2.2 △649 - △977 - △818 -
2023年４月期 5,096 1.0 △631 - △927 - △1,101 -

(注) 包括利益 2024年４月期 △664百万円( -％) 2023年４月期 △1,499百万円( -％)

１株当たり
当期純利益

潜在株式調整後
１株当たり
当期純利益

自己資本
当期純利益率

総資産
経常利益率

売上高
営業利益率

円 銭 円 銭 ％ ％ ％

2024年４月期 △67.73 - △18.2 △10.9 △12.5

2023年４月期 △91.15 - △21.0 △9.8 △12.4
(参考) 持分法投資損益 2024年４月期 △228百万円 2023年４月期 △221百万円

（２）連結財政状態

総資産 純資産 自己資本比率 １株当たり純資産

百万円 百万円 ％ 円 銭

2024年４月期 8,819 4,387 49.8 363.26

2023年４月期 9,071 4,622 50.6 380.25
(参考) 自己資本 2024年４月期 4,387百万円 2023年４月期 4,593百万円

（３）連結キャッシュ・フローの状況
営業活動による

キャッシュ・フロー
投資活動による

キャッシュ・フロー
財務活動による

キャッシュ・フロー
現金及び現金同等物

期末残高
百万円 百万円 百万円 百万円

2024年４月期 △493 181 210 1,478

2023年４月期 △658 △75 742 1,499

２．配当の状況

年間配当金 配当金総額
(合計)

配当性向
(連結)

純資産
配当率
(連結)第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 百万円 ％ ％

2023年４月期 - 0.00 - 0.00 0.00 - - -

2024年４月期 - 0.00 - 0.00 0.00 - - -

2025年４月期(予想) - 0.00 - 10.00 10.00 -

３．2025年４月期の連結業績予想（2024年５月１日～2025年４月30日）

(％表示は、通期は対前期、四半期は対前年同四半期増減率)

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する当期純利益

１株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

第２四半期(累計) 2,470 14.1 △170 - △201 - △221 - △17.47

通 期 5,400 3.7 55 - 18 - 71 - 5.88



※ 注記事項

（１）期中における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動) ： 無

（２）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 無

② ①以外の会計方針の変更 ： 無

③ 会計上の見積りの変更 ： 無

④ 修正再表示 ： 無

（３）発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む) 2024年４月期 12,337,700株 2023年４月期 12,337,700株

② 期末自己株式数 2024年４月期 258,284株 2023年４月期 258,284株

③ 期中平均株式数 2024年４月期 12,079,416株 2023年４月期 12,079,768株

(参考) 個別業績の概要
１．2024年４月期の個別業績（2023年５月１日～2024年４月30日）
（１）個別経営成績 (％表示は対前期増減率)

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2024年４月期 4,172 0.5 △199 - △340 - △410 -

2023年４月期 4,153 0.5 △379 - △439 - △810 -

１株当たり
当期純利益

潜在株式調整後
１株当たり当期純利益

円 銭 円 銭

2024年４月期 △33.96 -

2023年４月期 △67.08 -

（２）個別財政状態

総資産 純資産 自己資本比率 １株当たり純資産

百万円 百万円 ％ 円 銭

2024年４月期 7,596 4,324 56.9 357.99

2023年４月期 7,984 4,672 58.5 386.84

(参考) 自己資本 2024年４月期 4,324百万円 2023年４月期 4,672百万円

２．2025年４月期の個別業績予想（2024年５月１日～2025年４月30日）

(％表示は、通期は対前期、四半期は対前年同四半期増減率)

売上高 経常利益 当期純利益 １株当たり当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

第２四半期(累計) 2,060 2.8 3 - 350 - 28.97

通 期 4,330 3.8 65 - 412 - 34.11

※ 決算短信は公認会計士又は監査法人の監査の対象外です

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項
本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的である

と判断する一定の前提に基づいており、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績
予想の前提となる条件及び業績予想の利用にあたっての注意事項等については、添付資料４ページ「1.経営成績
等の概況(4)今後の見通し」をご覧ください。
(決算補足説明資料の入手方法)
決算補足説明資料は、2024年６月21日(金) に当社ホームページに掲載予定です。
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１．経営成績等の概況

（１）当期の経営成績の概況

当連結会計年度における我が国の経済は、新型コロナウイルス感染症の感染法上の位置づけが５類に移行し

たことにより、経済活動は正常化に向かいましたが、原材料価格やエネルギー価格の高騰、急激な為替の変動、

物価の上昇等により、依然として先行き不透明感は続いております。世界経済においては、米国景気が底堅い

一方、欧州は景気減速傾向にあり、中国では、輸出の低迷や不動産不況の悪化等により回復に遅れが見られま

す。また、ロシア・ウクライナ情勢の長期化や中東情勢の地政学リスクによる、エネルギー価格及び原材料価

格の高止まりなど先行き不透明な状況にあります。

このような状況のもと、当社グループの売上高及び受注の状況は、依然として厳しい状況が続いておりま

す。当社の主要顧客であるデジタルカメラ、時計、事務機器等の精密電子機器メーカーならびに自動車関連部

品メーカー等の研究開発及び生産状況は、当期第３四半期以降において、前年比では市場の需要ならびに開発

意欲等に回復傾向が見られたほか、WEB受注においても拡大を見ることできました。しかしながら、通期では引

き続き厳しい結果となりました。直近では、工場機能の統廃合を行い新たな体制をスタートさせ更なる効率化

や管理の強化に取組んでいます。ロボット・装置関連製品については、サポート・サービスロボット分野のス

タートアップ企業への包括事業化支援を掲げた取組みにより、受託開発や受託製造の引き合いは拡大傾向にあ

ります。しかしながら、株式市場でのスタートアップ分野への資金流入が引き続き慎重な姿勢であること等を

背景に、各社開発・製品化への取組み速度が鈍化しております。また、注力している当社グループ製品ならび

に連携スタートアップの製品販売において市場拡大が限定的であることから弱含みとなっており、ロボット・

装置関連製品の売上高は、計画を下回りました。

これらの結果、当連結会計年度の売上高は5,209百万円（前年同期比2.2％増）となり、売上総利益は1,023百

万円（同44.4％増)、営業損失が649百万円(前年同期は631百万円の営業損失）となりました。受取配当金なら

びに助成金収入等の営業外収益163百万円を計上し、持分法による投資損失ならびに投資組合運用損等の営業外

費用491百万円を計上した結果、経常損失が977百万円（前年同期は927百万円の経常損失）となりました。

さらに、投資有価証券売却益ならびに固定資産売却益等の特別利益299百万円を計上し、固定資産減損損失等

の特別損失38百万円を計上いたしました。これに、税金費用105百万円を計上した結果、親会社株主に帰属する

当期純損失は818百万円(前年同期は1,101百万円の親会社株主に帰属する当期純損失）となりました。
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（２）当期の財政状態の概況

当連結会計年度末における総資産は、8,819百万円となり、前連結会計年度末と比べ252百万円（前期末比2.8

％)の減少となりました。主な増加要因は、流動資産における電子記録債権121百万円(同42.7％)の増加です。

一方、主な減少の内訳は、投資その他の資産における投資有価証券209百万円(同6.5％)の減少です。

負債は、4,431百万円となり、前連結会計年度末と比べ17百万円(前期末比0.4％)の減少となりました。主な

増加の内訳は、流動負債における未払法人税等105百万円(前連結会計年度末は7百万円)の増加です。一方、主

な減少要因は、固定負債における長期借入金255百万円(同18.4％)の減少です。

純資産は、4,387百万円となり、前連結会計年度末と比べ234百万円(前期末比5.1％)の減少となりました。主

な増加の内訳は、資本剰余金454百万円(同29.6％)の増加及びその他の包括利益累計額合計が158百万円(同18.3

％)の増加です。一方、主な減少要因は、利益剰余金818百万円(同75.2％)の減少です。

（３）当期のキャッシュ・フローの概況

当連結会計年度末における現金及び現金同等物は、前連結会計年度末に比べ21百万円減少し、1,478百万円

（前期末比1.4％減）となりました。

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

営業活動によるキャッシュ・フローは、493百万円の支出超過（前年同期は658百万円の支出超過)となりま

した。主な収入要因は、持分法による投資損失228百万円、減価償却費184百万円、投資事業組合運用損191百

万円、主な支出要因は、税金等調整前当期純損失716百万円、仕入債務の減少114百万円、売上債権及び契約資

産の増加額74百万円です。

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

投資活動によるキャッシュ・フローは181百万円の収入超過（前年同期は75百万円の支出超過）となりまし

た。主な収入要因は、投資有価証券の売却による収入566百万円、有形固定資産の売却による収入105百万円、

主な支出要因は、投資有価証券の取得による支出254百万円、生産設備への投資による有形固定資産の取得に

よる支出230百万円です。

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

財務活動によるキャッシュ・フローは、210百万円の収入超過（前年同期は742百万円の収入超過）となりま

した。主な収入要因は、非支配株主からの払込みによる収入429百万円、主な支出要因は、長期借入金の純減

額252百万円です。

(参考) キャッシュ・フロー関連指標の推移

2020年４月期 2021年４月期 2022年４月期 2023年４月期 2024年４月期

自己資本比率(％) 71.0 66.1 60.1 50.6 49.8

時価ベースの自己資本比率
（％）

67.0 91.8 68.0 53.1 47.1

キャッシュ・フロー対有利子
負債比率（債務償還年数)

- 178.5 - - -

インタレスト・カバレッジ・
レシオ(倍)

- 0.5 - - -

自己資本比率：自己資本／総資産

時価ベースの自己資本比率：株式時価総額／総資産

キャッシュ・フロー対有利子負債比率：有利子負債／営業キャッシュ・フロー

インタレスト・カバレッジ・レシオ：営業キャッシュ・フロー／利払い

（注１） いずれも連結ベースの財務数値により計算しております。

（注２） 株式時価総額は自己株式を除く発行済株式数をベースに算出しております。

（注３） キャッシュ・フローは、連結キャッシュ・フロー計算書の営業活動によるキャッシュ・フローを使用して

おります。

（注４） 有利子負債は、連結貸借対照表に計上されている負債のうち利子を支払っているすべての負債を対象とし

ております。また、利払いについては、連結キャッシュ・フロー計算書の利息の支払額を使用しておりま

す。
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（４）今後の見通し

今後の見通しにつきまして、我が国の経済は緩やかな回復基調が続くものと思われるとともに、高い賃上げ

率による実質賃金の改善が見込まれることによる個人消費の拡大が期待されますが、物価上昇や海外経済の減

速懸念の高まり等先行き不透明な状況が続くものとも思われます。

このような事業環境において、当社グループは多様な加工コア技術で開発試作品製作から製品量産製造に至

る「一括一貫体制」を強みとして、組織統合、製販連携による生産部門の稼働率の向上に取り組み更なる短納

期を実現させるとともに、継続的な営業活動量の増加、新規分野開拓、安定収益層拡大のため量産製品分野の

拡大等による受注拡大の施策を推進します。

サポート・サービスロボット分野においては、スタートアップ企業への包括事業化支援の取組みにより、受

託開発や受託製造の拡大に引き続き努めてまいります。産学官の連携を柱とした研究開発において創出された

当社グループオリジナル製品の事業化と各スタートアップ企業の顧客網を共有するクロスセルで販売力強化を

推進するとともに、これまでのスタートアップ連携をさらに強固なものとして、製品製造・販売・保守・運用

サービス等の包括事業化支援を推進して、収益機会の拡大を図ります。

さらに、人件費や拠点運営費用などの固定費圧縮の取り組み、関係会社の研究開発においては公的資金を獲

得し、費用を制限しながら効率的に実施するなどに取り組んでいくことで、収益面の改善を推進します。

以上により、2025年４月期通期の連結売上高は5,400百万円(前年同期比3.7％増)、営業利益は55百万円(前年

同期は△649百万円)、経常利益は18百万円(前年同期は△977百万円)、親会社株主に帰属する当期純利益は71百

万円(前年同期は△818百万円)を見込んでおります。

（５）継続企業の前提に関する重要事象等

当社グループの業績は、試作・金型製品において、従前のコンシューマエレクトロニクス分野における新規開発

案件が継続して減少している環境下において、新規分野の開拓に一定の成果は見られるものの、依然として付加価

値の高い新規開発案件数の増加は限定的で、難易度の高くない案件は引き続き海外との価格競争に晒され厳しい状

況が継続しており、売上高はほぼ横ばいとなっております。

また、拡大に注力しているロボット・装置等含めた製品においても、顧客の各スタートアップの量産フェーズへ

の移行は限定的であり、売上高はほぼ横ばいとなっております。

この結果、営業損失の発生が継続するとともに、当連結会計年度末の純資産額が金融機関との間で締結してい

る、タームローン契約に付されている財務制限条項に抵触していることから、継続企業の前提に重要な疑義を生じ

させるような状況が存在しております。

当社は、当該状況を解消すべく、継続的な営業活動量の増加、新規分野開拓、安定収益層拡大のため量産製品分

野の拡大等による受注拡大の施策を推進するとともに、製販連携による生産部門の稼働率の向上、人件費や拠点運

営費用などの固定費圧縮の取り組み、関係会社の研究開発においては公的資金を獲得し、費用を制限しながら効率

的に実施するなどに取り組んでいくことを計画しております。資金面では、保有する上場有価証券等を有効利用す

ることにより、タームローンを上回る資金を確保できる見込みであり、重要な資金繰りの懸念はありません。ま

た、同時に取引先金融機関に対し、財務制限条項抵触を理由とする期限の利益喪失請求を行わないことを要請し、

同意を得ております。

以上の状況により、継続企業の前提に重要な不確実性は認められないと判断しております。

２．会計基準の選択に関する基本的な考え方

当社グループの利害関係者の多くは、国内の株主、債権者、取引先等であり、また海外からの資金調達の必要性

が乏しいことから、会計基準につきましては日本基準を適用しております。なお、今後につきましては、国際財務

報告基準の適用につきましては、国内外の諸情勢を考慮のうえ、適切に対応していく方針であります。
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３．連結財務諸表及び主な注記

（１）連結貸借対照表

(単位：千円)

前連結会計年度
(2023年４月30日)

当連結会計年度
(2024年４月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 1,754,091 1,718,384

受取手形 3,719 963

電子記録債権 284,873 406,431

売掛金 1,010,391 1,006,343

契約資産 29,724 28,685

商品及び製品 136,853 125,608

仕掛品 241,343 241,184

原材料及び貯蔵品 231,270 220,798

その他 152,372 211,225

貸倒引当金 △18,402 △27,422

流動資産合計 3,826,238 3,932,203

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物 2,916,116 3,158,591

減価償却累計額 △1,620,067 △1,696,399

減損損失累計額 △480,518 △480,518

建物及び構築物（純額） 815,530 981,673

機械装置及び運搬具 3,496,590 3,629,263

減価償却累計額 △2,985,246 △3,146,489

減損損失累計額 △260,445 △260,133

機械装置及び運搬具（純額） 250,897 222,640

工具、器具及び備品 719,639 753,865

減価償却累計額 △635,743 △665,993

減損損失累計額 △20,883 △20,883

工具、器具及び備品（純額） 63,012 66,987

土地 521,684 475,757

建設仮勘定 88,030 -

その他 25,247 25,247

減価償却累計額 △841 △5,890

その他（純額） 24,405 19,356

有形固定資産合計 1,763,560 1,766,415

無形固定資産

ソフトウエア 23,202 10,892

その他 14,941 10,513

無形固定資産合計 38,144 21,406

投資その他の資産

投資有価証券 3,215,193 3,005,985

長期貸付金 47,042 3,989

その他 206,492 89,904

貸倒引当金 △24,798 △308

投資その他の資産合計 3,443,930 3,099,570

固定資産合計 5,245,634 4,887,392

資産合計 9,071,873 8,819,595
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(単位：千円)

前連結会計年度
(2023年４月30日)

当連結会計年度
(2024年４月30日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 588,033 464,571

短期借入金 340,000 380,000

1年内返済予定の長期借入金 252,163 254,668

未払金 78,850 93,432

未払費用 117,666 108,306

未払法人税等 7,832 112,948

契約負債 29,713 2,068

前受金 - 62,897

賞与引当金 41,408 36,369

預り金 30,640 27,488

その他 22,278 33,498

流動負債合計 1,508,586 1,576,247

固定負債

長期借入金 1,383,994 1,128,772

役員退職慰労引当金 416,184 425,918

退職給付に係る負債 28,816 35,129

資産除去債務 10,860 9,242

繰延税金負債 444,715 447,549

持分法適用に伴う負債 631,010 788,762

その他 25,332 19,996

固定負債合計 2,940,913 2,855,372

負債合計 4,449,500 4,431,619

純資産の部

株主資本

資本金 1,303,843 1,303,843

資本剰余金 1,533,904 1,988,608

利益剰余金 1,088,106 270,018

自己株式 △198,939 △198,939

株主資本合計 3,726,914 3,363,531

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 868,442 930,180

為替換算調整勘定 △3,202 93,375

退職給付に係る調整累計額 1,067 889

その他の包括利益累計額合計 866,306 1,024,444

非支配株主持分 29,151 -

純資産合計 4,622,372 4,387,975

負債純資産合計 9,071,873 8,819,595
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（２）連結損益計算書及び連結包括利益計算書

連結損益計算書

(単位：千円)
前連結会計年度

(自 2022年５月１日
至 2023年４月30日)

当連結会計年度
(自 2023年５月１日
至 2024年４月30日)

売上高 5,096,315 5,209,839

売上原価 4,387,515 4,186,327

売上総利益 708,800 1,023,512

販売費及び一般管理費 1,340,061 1,672,520

営業損失（△） △631,260 △649,008

営業外収益

受取利息 3,916 3,721

受取配当金 51,687 45,375

助成金収入 56,108 66,598

保険解約返戻金 - 17,135

その他 19,178 30,348

営業外収益合計 130,892 163,178

営業外費用

支払利息 24,507 38,598

為替差損 6,859 7,916

持分法による投資損失 221,283 228,080

投資事業組合運用損 138,088 191,353

その他 36,196 25,587

営業外費用合計 426,936 491,535

経常損失（△） △927,304 △977,364

特別利益

投資有価証券売却益 47,031 230,513

固定資産売却益 293 54,535

持分変動利益 64,552 14,531

負ののれん発生益 1,610 -

特別利益合計 113,487 299,580

特別損失

投資有価証券評価損 124,396 -

投資有価証券売却損 - 782

固定資産売却損 - 5,648

固定資産除却損 59 1,315

減損損失 40,875 30,856

段階取得に係る差損 10,748 -

特別損失合計 176,081 38,602

税金等調整前当期純損失（△） △989,898 △716,386

法人税、住民税及び事業税 30,689 117,930

法人税等調整額 82,613 △12,077

法人税等合計 113,302 105,853

当期純損失（△） △1,103,200 △822,239

非支配株主に帰属する当期純損失（△） △2,091 △4,151

親会社株主に帰属する当期純損失（△） △1,101,109 △818,087
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連結包括利益計算書

(単位：千円)
前連結会計年度

(自 2022年５月１日
至 2023年４月30日)

当連結会計年度
(自 2023年５月１日
至 2024年４月30日)

当期純損失（△） △1,103,200 △822,239

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 △428,004 61,738

為替換算調整勘定 31,251 96,578

退職給付に係る調整額 675 △177

その他の包括利益合計 △396,077 158,138

包括利益 △1,499,278 △664,101

（内訳）

親会社株主に係る包括利益 △1,497,186 △659,949

非支配株主に係る包括利益 △2,091 △4,151
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（３）連結株主資本等変動計算書

前連結会計年度(自2022年５月１日 至2023年４月30日)

(単位：千円)

株主資本

資本金 資本剰余金 利益剰余金 自己株式 株主資本合計

当期首残高 1,303,843 1,193,904 2,310,015 △198,939 4,608,824

当期変動額

剰余金の配当 △120,800 △120,800

親会社株主に帰属す

る当期純損失（△）
△1,101,109 △1,101,109

非支配株主との取引

に係る親会社の持分

変動

340,000 340,000

株主資本以外の項目

の 当 期 変 動 額 （ 純

額）

-

当期変動額合計 - 340,000 △1,221,909 - △881,909

当期末残高 1,303,843 1,533,904 1,088,106 △198,939 3,726,914

その他の包括利益累計額

非支配株主持分 純資産合計その他有価証券評

価差額金
為替換算調整勘定

退職給付に係る調

整累計額

その他の包括利益

累計額合計

当期首残高 1,296,446 △34,454 391 1,262,383 - 5,871,207

当期変動額

剰余金の配当 △120,800

親会社株主に帰属す

る当期純損失（△）
△1,101,109

非支配株主との取引

に係る親会社の持分

変動

340,000

株主資本以外の項目

の 当 期 変 動 額 （ 純

額）

△428,004 31,251 675 △396,077 29,151 △366,925

当期変動額合計 △428,004 31,251 675 △396,077 29,151 △1,248,834

当期末残高 868,442 △3,202 1,067 866,306 29,151 4,622,372
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当連結会計年度(自2023年５月１日 至2024年４月30日)

(単位：千円)

株主資本

資本金 資本剰余金 利益剰余金 自己株式 株主資本合計

当期首残高 1,303,843 1,533,904 1,088,106 △198,939 3,726,914

当期変動額

剰余金の配当 -

親会社株主に帰属す

る当期純損失（△）
△818,087 △818,087

非支配株主との取引

に係る親会社の持分

変動

454,704 454,704

株主資本以外の項目

の 当 期 変 動 額 （ 純

額）

-

当期変動額合計 - 454,704 △818,087 - △363,383

当期末残高 1,303,843 1,988,608 270,018 △198,939 3,363,531

その他の包括利益累計額

非支配株主持分 純資産合計その他有価証券評

価差額金
為替換算調整勘定

退職給付に係る調

整累計額

その他の包括利益

累計額合計

当期首残高 868,442 △3,202 1,067 866,306 29,151 4,622,372

当期変動額

剰余金の配当 -

親会社株主に帰属す

る当期純損失（△）
△818,087

非支配株主との取引

に係る親会社の持分

変動

454,704

株主資本以外の項目

の 当 期 変 動 額 （ 純

額）

61,738 96,578 △177 158,138 △29,151 128,986

当期変動額合計 61,738 96,578 △177 158,138 △29,151 △234,397

当期末残高 930,180 93,375 889 1,024,444 - 4,387,975
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（４）連結キャッシュ・フロー計算書

(単位：千円)
前連結会計年度

(自 2022年５月１日
至 2023年４月30日)

当連結会計年度
(自 2023年５月１日
至 2024年４月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前当期純損失（△） △989,898 △716,386

減価償却費 191,957 184,648

減損損失 40,875 30,856

貸倒引当金の増減額（△は減少） △91,875 △17,696

賞与引当金の増減額（△は減少） 41,408 △5,038

役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） 13,280 9,734

退職給付に係る負債の増減額（△は減少） 660 2,066

受取利息及び受取配当金 △55,604 △49,096

支払利息 24,507 38,598

持分法による投資損益（△は益） 221,283 228,080

投資有価証券売却損益（△は益） △47,031 △229,731

投資有価証券評価損益（△は益） 124,396 -

投資事業組合運用損益（△は益） 138,088 191,353

持分変動損益（△は益） △64,552 △14,531

有形固定資産売却損益（△は益） △293 △48,887

有形固定資産除却損 59 1,315

売上債権及び契約資産の増減額（△は増加） △180,989 △74,599

棚卸資産の増減額（△は増加） △44,671 28,506

仕入債務の増減額（△は減少） △45,883 △114,872

その他 65,526 67,687

小計 △658,754 △487,992

利息及び配当金の受取額 50,524 45,427

利息の支払額 △24,536 △25,272

法人税等の還付額 8,824 6,520

法人税等の支払額 △34,691 △32,182

営業活動によるキャッシュ・フロー △658,632 △493,499

投資活動によるキャッシュ・フロー

定期預金の預入による支出 △254,572 △240,000

定期預金の払戻による収入 254,439 255,572

有形固定資産の取得による支出 △135,193 △230,642

有形固定資産の売却による収入 293 105,040

無形固定資産の取得による支出 △26,993 △21,471

投資有価証券の取得による支出 △2,519 △254,878

投資有価証券の売却による収入 124,017 566,443

連結の範囲の変更を伴う子会社株式の取得によ
る支出

△7,402 -

貸付けによる支出 △49,000 -

貸付金の回収による収入 21,035 1,106

投資活動によるキャッシュ・フロー △75,895 181,170
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(単位：千円)
前連結会計年度

(自 2022年５月１日
至 2023年４月30日)

当連結会計年度
(自 2023年５月１日
至 2024年４月30日)

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入金の純増減額（△は減少） △826,962 40,000

長期借入による収入 1,480,000 -

長期借入金の返済による支出 △154,352 △252,717

リース債務の返済による支出 △138 △5,625

配当金の支払額 △120,559 △424

非支配株主からの払込みによる収入 365,000 429,704

財務活動によるキャッシュ・フロー 742,987 210,937

現金及び現金同等物に係る換算差額 28,168 79,806

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 36,627 △21,584

現金及び現金同等物の期首残高 1,463,341 1,499,969

現金及び現金同等物の期末残高 1,499,969 1,478,384
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（５）連結財務諸表に関する注記事項

(継続企業の前提に関する注記)

該当事項はありません。

(セグメント情報等)

【セグメント情報】

当社グループの事業は、「金属製品加工事業」の単一セグメントであるため、記載を省略しております。

(１株当たり情報)

前連結会計年度
(自 2022年５月１日
至 2023年４月30日)

当連結会計年度
(自 2023年５月１日
至 2024年４月30日)

１株当たり純資産額 380.25円 363.26円

１株当たり当期純損失(△) △91.15円 △67.73円

(注)１.潜在株式調整後１株当たり当期純利益については、１株当たり当期純損失であり、また、潜在株式が存在し
ないため記載しておりません。

(注)２.１株当たり当期純損失の算定上の基礎は、以下のとおりであります。

前連結会計年度
(自 2022年５月１日
至 2023年４月30日)

当連結会計年度
(自 2023年５月１日
至 2024年４月30日)

親会社株主に帰属する当期純損失(△)(千円) △1,101,109 △818,087

普通株主に帰属しない金額(千円) - -

普通株式に係る親会社株主に帰属する
当期純損失(△)(千円)

△1,101,109 △818,087

普通株式の期中平均株式数(株) 12,079,768 12,079,416

(注)３.１株当たり純資産額の算定上の基礎は、以下のとおりであります。

前連結会計年度末
(2023年４月30日)

当連結会計年度末
(2024年４月30日)

純資産の部の合計額(千円) 4,622,372 4,387,975

純資産の部の合計額から控除する金額(千円) 29,151 -

(うち非支配株主持分(千円)) (29,151) -

普通株式に係る期末の純資産額(千円) 4,593,221 4,387,975

１株当たり純資産額の算定に用いられた期末の普通株式の数
(株)

12,079,416 12,079,416
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(重要な後発事象)

(子会社株式の一部売却)

当社は、2024年４月24日開催の取締役会において、当社の連結子会社であるイームズロボティクス株式会社の当

社保有株式の一部を売却することを決議いたしました。

(１)株式売却の目的

連結子会社イームズロボティクス株式会社の資本政策の一環及び保有資産の見直しを図ることを目的として

います。

(２)売却する相手先の名称

株式会社エクセディ

(３)売却の時期

2024年５月10日

(４)当該子会社の概要

①名称 ：イームズロボティクス株式会社

②事業内容：産業用ドローンを中心とした自律機器の製造販売、ソリューションによる提案と開発

(５)売却する株式の数、売却価格及び売却損益、売却後の持分比率

①売却する株式の数 ：50千株

②売却後の持分比率：66.1％

③売却価額 ：350,000千円

④売却損益 ：本件による連結損益への影響はありません。


